
6 区役所の代表番号☎（3802）3111　区民の声 FAX（3802）6262　No.1607  2017年（平成29年）12月11日号

対 象 区内在住、在勤、在学で、日本語が母語でない初級の方
（日本語学校の学生を除く）

費 用 昼コース：6000円　夜コース：4800円　※教科書代含む

日 時
毎週㈫・㈭　
昼コース：午後２時～４時（生涯学習センター）
夜コース：午後７時～９時（日暮里ひろば館）

期 間 ３学期　2018年１月９日～３月22日（22回）

申込方法 費用を持参し、区役所３階１番窓口の荒川区国際交流協会
事務局（文化交流推進課内）にお越しください

申込み・問合せ 荒川区国際交流協会事務局　☎（３８０２）３７９８

　専門の講師と荒川区国際交流協
会のボランティアが、日常会話を
中心に親切に指導します。

日本語教室受講生を募集

。

・ ・

・

Eligibility
Non-native Japanese speakers living, working or studying in Arakawa 
City and who only know basic Japanese. Students of Japanese 
language schools can not apply.

Fee Daytime course: 6000 yen　Evening course: 4800 yen ※ Including a textbook

Date & 
Time

Every Tuesday and Thursday
Daytime Course: 2 p.m.-4 p.m. （Shogai Gakushu Center）
Evening Course: 7 p.m.-9 p.m. （Nippori Hiroba Kan）

Term January 9th - March 22th, 2018 （22 lessons）

Application Please visit our offi ce bringing application fee.

Place for 
Application

Association for Arakawa International Communications （Arakawa 
City Offi ce, 3rd fl oor, Counter No.1 Culture and Exchange Promotion 
Section）　Tel: 03-3802-3798

A professional instructor and volunteers of 
the Association for Arakawa International 
Communications teach you basic Japanese 
in friendly atmosphere.

We are inviting you to join our Japanese We are inviting you to join our Japanese 
Language Classes for Foreign ResidentsLanguage Classes for Foreign Residents

▶防災課　☎内線４９２
▶荒川消防署　☎（３８０６）０１１９
▶尾久消防署　☎（３８００）０１１９

問合せ

　冬は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。
各家庭で火災予防を心がけましょう。火災にご用心 火

の
用
心

ストーブの周りには物を置かない

　ストーブに、寝具や乾燥させている洗
濯物等の可燃物が接することで火災が発
生しています。
　ストーブの周りには、衣類・寝具類・
紙等の可燃物を置かないようにしましょ
う。

たばこに注意

　死者が発生した住宅火災の中でい
ちばん多い出火原因は「たばこ」で
す。
　火源の落下・寝たばこ・火種の残
ったたばこをごみ箱に入れる不始末
等は絶対にやめましょう。

調理中は火のそばから
離れない

　油を使った調理中にこんろから離れて
起こる火災や、IHクッキングヒーター
の不適切な使用（専用鍋以外を使用する
等）による火災等が発生しています。
　調理中に火のそばを離れる場合は、必
ず火を消しましょう。

着衣着火に注意

　着衣着火とは、着ている服に火がつい
て起こる火災で、件数・死傷者数が急増
しています。
　袖口が大きく開いた服の着用は避け
る、防炎製品のエプロンやアームカバー
をする等、未然に防ぎましょう。

住宅用火災警報器を設置しましょう
　住宅用火災警報器は、火災の際に煙や熱を感知して音声やブ
ザー音でお知らせする機器です。火災の早期発見・通報につな
がり、被害が抑えられる等、高い効果があります。
※ 平成22年４月１日から東京都条例で全ての部屋に設置が義
務付けられました。まだ設置していない場合は、早期に設置
しましょう

住宅用火災警報器の耐用年数と電池の寿命を確認しましょう
　メーカーや機種ごとに異なりますが、おおむね10年程度が寿命です。
ご自宅の機器を確認し、耐用年数を超えるものについては、交換するよう
お願いします。
※ 区では、平成18年～20年に、各家庭に住宅用火災警報器を配布してい
ます。古くなると機能が低下し、火災を感知しなくなることがあるた
め、非常に危険です


